質問内容：Bartter症候群はどうして違うのですか？
問題番号：D-25
	26歳の女性。脱力感を主訴に来院した。小児期の成長は正常。意識は清明。身長160cm、体重46kg。血圧96/60mmHg。血液生 化学所見：Na 140mEq/l、K 2.4mEq/l、Cl 89mEq/l、血漿レニン活性<PRA>4.0ng/ml/時間（基準1.2～2.5）、アルドステロン25ng/dl(基準5～10)、 動脈血ガス分析（自発呼吸、room air）：pH 7.51、PaO2 98Torr、PaCO2 44Torr、HCO3- 36mEq/l。 診断はどれか。2つ選べ。 

a 急性下痢 

b Bartter症候群 

c Gitelman症候群 

d ループ利尿薬の乱用 

e 原発性アルドステロン症 


【解答】c,d
【疾患名】Gitelman症候群、ループ利尿薬の乱用
【診察科】腎
【鑑別診断】
Bartter症候群、Gitelman症候群、ループ利尿薬の乱用
【身体所見・検査所見】
26歳・女性。小児期の成長は正常。身長160cm。
【解説】
Gitelman症候群では、血中Ca上昇↑、Mg低下↓であり、問題文にCaとMgの数値があれば鑑別できるのですが、今回は数値がないので、Bartter症候群、Gitelman症候群、ループ利尿薬の乱用の可能性が考えられます。Bartter症候群、ループ利尿薬の乱用（偽性Bartter症候群）は病態は同じですが、Bartter症候群は乳児期発症が多く、低身長となる、ため今回は除外しました。
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